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本稿は、並河寒泉『排怪』の「破怪」部を翻刻したものである。な
お、『懐徳堂センター報』二
OO
四(大阪大学大学院文学研究科・文学
部懐億堂センター、二
OO
四年二月)掲載の、「並河寒泉『排怪』訴刻
(一ごの続編にあたる。凡例等は前稿に倣うが、読解の便のため、新しく語注を附した。
排怪既ニ著一ス三篇イ、予之老婆心、猶中流げ蚕キ也、乃叉援一其飴喜『一、記れ今古ノ説話、渉一於排怪一者十齢候口、以付其後一、名テ日一一破怪寸欲け使一ト讃者ニ類推シ市破
p 怪 ヲ 也 、
世所〆謂フ怪ニ有〆三ッ鷲、有山町於詐謀ニ者、可詰リ而
レレ下二一
破 一 薦 、 有 下 賢 一 一 於 彼
1 -
而怪ユ於此レニ者
ν
可 - 一 窮 〆 而 破 一 薦 、
有下彼レ怪ク市此レ不り怪マ者
U
可 - 一 以 自 ヲ 破 ブ 駕 、 一 一 昨 也 動 也
島也、其蹄サ於破一ニ一也 作サ破怪三篇
J、
佐
野
大
介
破怪上
詰破篇六篠
金峯山有ニ小角洞一世惇
7、山ニ有ニ天狗一紳役也、白衣圏
徒、崇敬甚シ、有一 一士一甚不レ信一怪ヲ、嘗遊観登レ山ニ、山ニ
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有レ寺 曾一白衣千数来リ集一 、士モ亦輿ニ宿ス、終夜極い口ヲ話「一晋ス天狗↓、圏徒及ヒ大小達師
A照 ナ 大 ニ 悉 リ 属 げ 聾 ヲ 目 、
何 ニ 等 ノ 雲 一 口 、 時 〈 勿
l持哉、今而不り止メ、狗賓公駕
l忽 一
擾、身首境例セン、士宮テ猶向不レ止メ、寺字忽チ震動シ、極
〆リ
栴如レ尉、余日果然、口呪一一押続↓、畏伏唯〈謹、士紳
ス ル ニ
l
シヲ一
色白ー若、寺ノ蓋架レ澗者、箱二材其柱陸一 践レ之以搭リスト之ヲ云 士出テ醐ス薦 後康夜色賠殿 模糊有い影、
就テ捕獲シ、皐げ火ヲ覗り之ヲ、高
l鼻突
l眼甚
I口、顔色如レ朱ノ、
額ニ有レ巾、背ニ有レ翼、所レ謂フ狗賓也、即チ頓拝撞撃、蹴路乗子至ル、勝剥シ翼脱スレハ、則顛然人也、土眠いテ之ヲ目、狗奴訴い官-、寺主駿懐、走リ出テ稽穎謝〆目、彼レ何ソ知ン、吾レ過ッ失、彼レ給一ル斯ノ役一 -、一日僅ニ二百 今赴一公廷一 -句日銭一瞬
E
馨夕、請賜一一憐怒↓、以私克セョ意、士笑ヒ市
棄テ去ル、白徒千数唯〈明然
ヲ
或人行一徳苔堤寸前後不レ見レ人、唯〈見-一一乞人一、乃欲い尉《ント間ヲ、語リ且行夕、問実レ自リス、日自パ和、日和中何ノ慮、日金峯山下、日何ノ所レ震ル 乞人隠然、詰問再三、不レ言、乃目、告げハ賓ヲ則予一ン女チニ百銭
J、 乞
人色悦ヒ乃鞠射低げ聾ヲ日、傭賃震リ天狗つ、賃銭幾許、日一日二百、何ソ去レ之ヲ岳 日請託之多キ、交代有レ期 僕任漏チ而去也、其人嘘然 輿い銭ヲ而去、付
U
記シ之イ以鐙汁前話一云、
【 語 注 】
O
金峯山吉野山から大峯山にかけての一帯。ここで役小角
(役行者)が金剛蔵王大権現を感得したとされる。
O
狗賓天
狗の別名または巻属。
備邸ノ慮守奥田正助一日来リ謂一於蕉園先生一一目、吾ヵ家奴、前二日不レ知レ所げ行、今
l旦啓け門ヲ、則狩引立ス柳岸一、
抱閥走リ就キ問レ故ヲ、不レ庭セ、精神悦伝、再三スレハ則徐ク
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日、前二夕、将レ屋
U迎セント阿主ヲ子府南一 -、途遇二浮屠一一、
ナヒカン一
謂女好一一観戯一 今我並行、乃挟レ臣昇い天国、瓢然駕一風.、一瞬市道
l頓
l渠失、場之所在、西東周観ス、又
去テ之げ他 -一 重い観ヲ而止ム、候爾至つ子此一ニ也、問 -一ハ何ヲ食て、則袖中出一一
l裏↓、啓け之ヲ則有一一馬矢一抱閥入リ
報〆日、奴
hu
属一天狗ノ所一擾ム、果〆有り之邪、先生日、是レ
詐謀耳、子還リ詰い之ヲ、首げ賃必ス失 正助奮然還リ 召〆
詰 … 之 ヲ 、 従 ヒ 加 一 一 鞭 朴
J、 奴 泣 キ 旦 謝 〆 罵 日 、 所 レ 誘 ナ フ 非 一 一 狗
賓一、是レ酒仙失、斯ノ術モ亦仙之所レ授也、臣有レ罪、放斥唯 〈 命【 語 注 】
O
抱闘
の 糞 。
たちまち。
O
裏
包 み 。
O
馬矢
門 番 。
O
倹爾
馬
テ
山片子厚家僅、出而不レ還、歴レ田市後遺、問一 其所一レ之ノ、其答辞朕態、略〈如一一備邸之奴一 要蹄す子天狗ノ
一ヲ〆
一擾一也、子厚乃召い僅属レ聾目、再擾弗レ赦失、
L
ニニ
信之善光寺、倭サ併之徒、新遇レ喪ニ必往キ析ル震 寺主使口之ニ見日新鬼↓以取レ信ヲ 寺漫有-一属鬼村一鬼ハ其村民賃役スト云、山片子厚嘗置-一新僅一信之産也、問- 父
噌7
・νthl-r
・ν
ヲアニ
何
f属 一 ー 、 僅 不 一 一 肯 ぅ 言 一 一 再 三 詰 い 之 さ 、 卒 ニ 不 レ 言 、 家 人 怪 、
使一一人ニ従容叩け之ヲ、僅沈吟次
l且 シ 、 久 げ 之 ヲ 日 、 臣 ヵ 父 ハ
属鬼也、其人驚キ怪ム、僅乃告ルニ以い故ヲ、僅ハ即チ属鬼村民之子也、家人間一其ノ故一大，笑、【 語 注 】
O
次且行こうとして前進できないさま。ここでは、なかな
か話し出せない様子を表す。「次且、行不前進也。」(『周易』夫「其行次且」正義)
蕉 園 先 生 如 一 伊 丹 一 宿 一 醸 家 一 一 、 或 人 告 テ 目 、 某 氏 新 ニ 喪 い 婦 ヲ 、既ニ葬、其霊夜刀来リ求一遺服」 設一染色章様イ、無二差一矢 、 主 人 甚 怖 ル 、 自 一 一 戸 隙 一 投
U輿 シ 之 イ 、 唯 〈 扉 息 ス 、 先 生 召 コ
保徒数輩イ日、此レ必女盗失、今夕必来ラン、汝等要シ而捕
ー 103 -
レ 之 ヲ 、 乃 捕 レ 之 ヲ 、 果 〆 其 家 ノ 奮 乳 牌【 語 注 】
O
説染色章様
色や模様を説明して、の意。
坂府ノ郡官池田君ノ代事有二高橋某一鵡野邑正来リ訴テ日
村翁自ラ言、予レハ村洞ノ霊狐也、齢己ニ径一千霜↓、昔有洞田若干頃、村民謡食、不遺サ一頃↓、予レ失レ饗ヲ久シ、
レニ
村民不享大
l甚シ、今而不レ復円古ニ、残コ害シ闇巴↓、無一ン
復礁類一矢、敢請、震り之ヲ何如ン、某日、汝答げ之ニ臼へ、我レ間ク昔シ豊太閤、窪
U競シ若干高金↓、以充ッ軍資一一、市
〆
不レ言ニ其所在 、口図家索市不レ獲、以至-一子今一 今紳言 =一己 歴汁千霜イ、意
7ニ其震り霊昭刀也、必知一其所
在↓、今果〆指コ示ス其所在イ、洞回復げ古ニ、胡ソ止ぺ若干頃、魚川百矯り千、唯く紳所レ命スル 邑正蹄リ以告夕 翁傑然日、神己ニ去、愚老何ソ知ン、【 語 注 】
O
礁類
物を食べる者。生民。
O
窪識
埋め蔵する。
破怪中
窮破篇六傑
一僧醇テ蹄、携げ躯ヲ而寝ヌ、夜半急雨、驚キ
E -
賠ム、慮外十
歩有二叢塚一窪引埋スル横死↓之慮也、焔
H
矯刀、陰燐争ヒ
ユチリヲ一
燃コ、僧見レ之、朝把ニ飯箸数十枚一而往、火起こ脚下一、随 テ 燃 ヘ 随 テ 挿 サ ム 、 霊 山 敷 ヲ 後 反 ル 、 明
E
見レ之ヲ、挿け箸ヲ之
慮、皆樹下ノ雷案也、蓋館山肉之宿賦、激い滴リニ設け光ヲ也【 語 注 】
O
書案
。宿賦
雨だれによる窪み。
O
路簡
くっついた脂。
骸骨。肉の付いた骨。
坂 商 如 い 越 ニ 、 途 ニ 暮 ル 、 瞭 野 十 里 不 レ 見 レ 家 ヲ 、 芽 ラ 見 - 一 古 洞 イ 、
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入 リ 宿 ス 、 及 川
E
ニ 祝 来 リ 升 レ 階 ニ 、 商 駿 キ 嬉 ム 、 自 一 一 高 鯨 一 窺
レ 之 ヲ 、 憧 怖 不 レ 知 レ 所 一 民 啓 一 寵 ヲ 一 商 即 チ 抜 一 一 押 幣
J拷 い 之 ヲ 、
祝惇然、縛コ墜シ階下一一而紹ュ、一商躍リ出テ市奔ル、情急、足不 レ 揮 レ 地 ヲ 、 行 ク 半 里 、 心 惇 梢 〈 定 始 テ 質 - 一 幣 之 猶 在 一 手 ニ也、棄ニ子田間一一而去、後復経り此こ 、見二大新洞づ 結
構儲然、金碧輪燥、商大ニ怪ミ、憩ヒ且問薦、茶姐日、洞神 威 霊 之 赫 、 非 一 一 他 之 比 一 一 、 請 子 敬 テ 聴 ヶ 、 一 妾 語 り 子 ニ 故 イ 、昔 時 有 - 一 祝 氏 一 放 惰 不 レ 勤 、 土 木 弗 レ 修 ヲ 、 奈 盛 弗 レ 潔 ヵ ラ 、 有紳不レ屑ョシトパ之ヲ、一日祝至リ啓円高ヲ、則震怒暴設、一蹴 倒 一 ス 祝 ヲ 階 下 一 、 神 忽 チ 飛 ヒ 去 リ 、 遠 ク 悶 一 其 霊 縦 イ 、 閤 邑驚擾、捜索不レ遺サ、居ル数日、出汁一現ス子宇里外ノ田間一一即チ輿シ而還リ、浩一斯ノ新洞↓、更い祝ヲ以奉杷ス薦、鳴呼洞紳之霊、不り可レ敦トフ若 此夫、一商 、霊
l 哉紳岳、匿シ
レ 笑 ヲ 而 去【 語 注 】
O
禽蹄厨子の隙問。
O
輪燦建物の壮麗なようす。
O
悶其
霊脱行方を隠した、の意。
O
敦厭う。
小野渉之進某侯ノ臣也、好ミ馴心養龍禽
J、一日開け龍ヲ市
玩フ、有レ瀦一擾シ市去 渉迫フ不レ及、乃坐臥行佐、不レ蒋
弓 矢 イ 、 偶 〈 見 - 一 猫 ヲ 屋 上 一 一 、 一 設 繁 … 之 ヲ 、 就 キ 覗 不 レ 是 レ ナ ラ 、渉 太 タ 悼 川 之 ヲ 、 既 而 猫 鳴 四 起 ス 、 門 増 戸 席 、 莫 一 不 一 附
υ刀 イ ラ
也 、 卒 ェ 成 レ 疾 ヲ 、 伯 子 閉 山 之 ヲ 、 来 リ 譲 メ テ 日 、 汝 生 日 武 閥 - 一 一 、委 一 命 ヲ 徴 獣 一 一 其 レ 如 レ 君 ヲ 何 ン 、 胡 ソ 不 斗 遇 ヵ ニ 死 一 魁 い 日 ヲ市 去 、 及 い 期 ニ 伯 在 ム 渉 担 ヌ キ 将 レ 朝 一 ン ト 刃 ヲ 、 伯 拐
Uテ 其 手 一
日、猫聾猶有ル乎、渉低い首 良〈久〆日、無山有ル也、日是レ也 、 嚢 キ ュ 汝 ノ 心 一 一 一 於 骨 粗 一 - 、 今 汝 / 心 一 一 於 死 一 一 活 聾 有 無 、果 〆 在 - 一 汝 ノ 心 、 非 猫 之 所 知 汝 既 ニ 知 レ 之 ヲ 何 ソ 用 い
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其 レ 慣 い 後 ヲ 、【 語 注 】
O
伊
H
動物の鳴き声。
O
魁日期日を定めること。
O
拐
止 め る 。
O
嚢さきに、さきほど。
村丁夜ル蹄ル、野淫昏黒、十歩外見二一巨人マ身ノ長ヶ丈齢、被髪挺刀、臥…身ヲ而撞げヶ首ヲ、頓足躍り地ニ、了身探ヘ
足縮マル、貯留良〈久、無二復他岐一徐歩漸ク前ム、形色梢〈務スレハ、則農夫農婦、路傍ニ納涼スル也、臥シ市頓足スル者
チ
夫也、撞 首ヲ被髪スル者 婦立 其枕上一 而硫
J也、丁
心 始 テ 定 ル 、
さんさん
【 語 注
}O
挺
μ
毛の長いさま。
O
頓足
地団駄を踏む。
竹山先生関口其家ノ女有一墾官官寸、命一古林子潜一、佐キ珍ス、且日、是レ必血疾、狸何ソ輿ラン、子潜乃往キ 啓げハ戸ヲ則女遠然走リ出ッ、腰係一鎮鎗イ、顔色垢禁 隻瞳焚刀、散髪被 い 面 ニ 、 頓 坐 眠 一 ム 子 潜
J、程滋之名、所 -一以得一也、子潜
従 容 上 い 坐 ニ 、 珍 シ 而 去 、 反 命 〆 日 果 〆 如 - 一 先 生 之 吾 一 口 一 、【 語 注 】
O
往診
往 診 。
O
垢窯
垢で黒い。
或人間一於竹山先生一日、我ニ有一一土木場一行人停へ言、毎夜有二鬼火 旋コ縛ス場外一、必在日二三更ノ間一、我レ巡ルモレ夜ヲ亦其時、而凍一嘗具之ヲ也 不レ知何ノ鬼焔、先生問、
ヨ
J
レキ
巡い夜乗い燭ヲ興 日固ー也日是無レ何也、所レ執燭光、
ニヒノヲ
池口射
ε於園板孔縛一、逐一一子歩一、旋縛移動閃
H
如 也 、
塞 け 孔 ヲ 則 止 、 乃 糊 紙 塞 之 ヲ 、 不 一 一 一 復 言 一 鬼 火 イ 、
破怪下
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自破篇六候
関原ノ役、口照大君西上ス、或人諌げ之ヲ日、今年西方塞ル、
テル
恐クハ戟無レ利、口大君晒目、西塞失 我東設以啓レ耳 、 即 チ 護 ス 、【 語 注 】
O
照大君
徳川家康(東照大権現)を指す。
埜苔先生命い匠旬、清壁穿い踊ヲ、匠翠摩〆日、金神也、啓クレ之ヲ弗鮮、先生賑然笑テ日、金紳果〆弗鮮乎、啓…臆ヲ而逐山出ス之
J、可也、遂令レ穿夕、
こんじん
【 語 注 】
O
金神陰陽道・神道の神。年や季節ごとに方位を移り、そ
の方位を犯すと神罰が下るとされる。
O
賑然笑うさま。
群土相集リ論刀剣相イ日、崇、リ市善ク殺レ人ヲ者 凶剣也碩果先生白レ傍間一之ヲ日、研り人ヲ剣ノ職也、善ク研ル、最得 - 一 其 職 ↓ 者 也 、 剣 相 之 吉 何 ソ 如 リ ン 之 - 一 、 何 ソ 言 い 崇 、 ル ト 何 ソ言い凶ト、但〈善ク殺レ人ヲ、是 人殺レ人ヲ也、何ソ有心於剣一、罪在一於人一也、在坐感服ス、一門生問テ日、頃日某氏ノ馴務、頭戴九手巾↓、而踊舞ス、如何ン、碩果先生晒テ日、斯ノ事今古善タ言レ之ヲ、実ソ足ン
レ怪ニ、是レ猫之狂戯耳、懸巾下垂、人山立跳戯ス、活之常態、垂巾閃知、或絹斗子頭一 或子レ躯 或子レ尾、唯〈狂勢所レ在ル、活何ソ自ラ戴ン、其人悦服ス、衛壌之村、嘗毒一子狐一一、有一一祝左内ナル者一善タ験ルス、村民往キ謁ヶ駕 請 禁…ルヲ狐ヲ、期 三日↓、果〆験ルス失、或人
' ν
〆
問レ之ヲ、答テ目 衛壌之西、有 一紳丘、九狐操
J薦、吾
l往
稽スル罵三夕 橋パ之ヲ如何ン、日捧 豆飯↓実一子窟一一、執
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レ相侍立ス、狐出テ市飯ス 親チ相い之ヲ、一タ三狐、 タ而強 ク 失 、 穣 之 験 ル ス 不 一 一 亦 宜 一 ナ ラ 千 、【 語 注 】
O
擦の左下部に虫損あり。
O
柑
「拐(つえごの俗字か。
府ニ有一一河大郎ナル者一好ミ属一奇異之行↓ 蓋憤げ世ヲ也嘗入一行者吐 一勝一金峯一、峯ハ優婆小角修業之慮也、峻
巌崎幅、断崖高尺、其半腹安一不動ノ像↓、枇首令-一其徒ニ術シ而閥りハ之ヲ、以倣ぺ一懲ス其悪行↓、山危険不レ可レ足ス、廿 予 防 幽 レ 閥 ヵ ハ ン ト 也 、 槌 シ
E
護持ス、伺旬而臨い之ニ、心俸シ股
戦 力 フ 、 笈
lMl
乎無二復人色一既ニ閑ヵフ、世首間導像得一敵ヲ
否、閥
l者日、既ニ撒ル既ニ撒ル、乃徹戒鄭重シ市後止、例
也、河大蜘ス意、問得げ撒ヲ否、庭テ日未タ也、叉問、日未タ也、怪而挽引起セハ之↓、則手採リ長索↓、索端縛一松魚庇イ、吐徒愈ナ異いム之ヲ、河大笑テ日、欲サ以釣勺天
l狗 ヲ 耳 、
衆
A照ナ震怖失レ色ヲ、世停
7山多こ天狗一一押役也、若シ帯
輩躍↓、必被リ援捌プ、河大是ノ日縞ニ懐勺艇ヲ市肇ッ駕蓋亦憤一ル世之信一ルヲ怪ヲ也、【 語 注 】
O
境巌山が切り立っているさま。
O
崎幅山道がけわしい
さ ま 。
O
股戟怖くて腿が震えるさま。
O
松魚庇鰹の干し
たもの。鰹節。
O
鷲躍においの強い野菜や肉類。
O
撞捌
つかみねじる。
或人論一方位吉凶イ、畳刀不レ己メ、朋来日、母レ、方位自レ人命スル者、何ソ吉凶之有ン、古人有り一言トハ日、東家之西ハ、則西家之東、果〆無一定位一也、吉凶ハ則在川人ニ、方位何ソ輿カラン、旦む方位言 -一吉凶↓者、皆随ニ其私意一一己、非 -一公論-一一矢、其 恒リ旦日、方位ノ吉凶、本ト宇宙開ノ公事 何ソ言レ随一私意一一 周来持いテ首ヲ日、否
H
、 夫 ノ 移 い 家 ヲ 撃 い 井 ヲ
者、避一金紳方塞イ、往刀吾レ聞レ之 、至いハ牧りニ債ヲ、則避リ
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金紳方塞↓者、五口レ沫一之ヲ聞一也、且岳方思之事 現刀屑刀、勢暦謹一之ヲ、漫溺ノ都狼 猶且用 之ヲ、至川牧りニ債ヲ、琴
l乎不り問者、濁リ何ニ也ル、不勺忠則己ム、何ソ揮一於忌一、
抑〈方位之神モ、亦不り嫌ニ銅臭金気↓興、可一 捧腹一矢 是レ非 レ 随 一 ニ 私 一 意 一 - 而 何 ソ 是 レ 非 レ 随 一 ニ 私 雷 山 一 市 何 ソ 其 人 不復 言 一
{ 語 注 】
O
牧債
賃金を取立てる。
O
捜溺
小便する。
朋来十四五歳、侍一一一親ニ於京一一、家在ニ西洞春里之南一一、媛屋古壊、有一一老狸一在-一敗庫之窟 里ェ有一一西洞古狸之稿一寒暁能鼓…腹ヲ、先君屡〈聞レ之ヲ、有レ時入レ吟ニ、一日昧爽、推コ醒〆周来残夢イ日、
hu
鼓…腹ヲ、周来乃起坐
側穂ス、有レ聾在 -一庫外 烏刀然如レ叩リ費ヲ、窓隙窺レ之、
-tp'ν-
狸人
l立斜ニ款チ侍い壁ニ、其腹便刀、雨手互ニ鼓ス、左射チ
右撃ッ徐
l
刀
l駕、其朕宛モ如レ有一照遊之意一赫膏氏之
民可山想也、腹之便刀 飽満也、鼓け之ヲ以弛サ其飽苦イ也リ己、復柔ソ怪ン、嘗-一是ノ時一也、母氏有レ病、周来常-執り饗ヲ、厨政之問、濯釜ノ残涯、減斗ノ歓粒、悉ク傾一之ヲ庫前一一以銭フ湾、網拡叉夜間入い厨ニ 就 飯斗 -廃食ス、別来屡〈苦九其警備一一、此レ其第二飽満↓之道也、 腹之梁ミ
不二亦宜づ乎、抑〈老狸鼓腹ノ事、唯〈園董上見レ之ヲ、中味げ知一一其員輿打妄也、而賞時既ュ如レ此、輿下夫鍔笠瓦壕 立 一 一 於 夜 雨 一 一 者
U
其員妄固ョリ不り待レ言ヲ也、世之談スル
レ墾ヲ者、唯〈喜一其妄
J、 而 不 レ 知 一 一 其 員 イ 、 怪 談 之 所 一 一 以 不 一
レ己也ル興、抑〈斯ノ談也、亦自破之一端興、
【 語 注 】
O
照遊たわむれあそぶ。
O
赫膏氏古の帝王。炎帝・神農・
華膏氏などのこととされる。「赫膏、上古帝王也。:::鼓腹而逝遊、将童子而無別。」(『荘子』馬蹄「夫赫膏氏之時」成玄英疏 ) 。
O
執嚢かまどを司る。
O
第笠竹の皮で作った笠。
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※、縦棒は、その位置を底本に沿うよう努めつつ、印制の都合上、
行右・行中・行左の三種に分類したが、例えば 人立」語には、行中に記されたものと行右に記されたものとが両存する。
※、「破怪」全体で 「渉於排怪者十蝕保」としながら、全二十
保あり、また「自破篇」では、「自破篇六僚」 しながら全八候あるのは、寒泉本人の体験を述べた最後ニ僚を数えないためか。
(台湾・明道管理学院助理教授)
